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平成２２年度～平成２４年度
住宅・建築関連先導技術開発助成事業



背景：廃コンクリート塊の再資源化のボトルネック：
細粒分の再資源化技術が見当たらない
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細粒分の再資源化
技術が見当たらない！

技術はあるが
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本研究の目的とスキーム
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③最適組み合せ
技術の開発
・耐久性の向上
・経済性の向上
・低炭素性の向上

混和材化

粗骨材

細骨材

②混和材化，細骨材化に必要
なコンクリート適用性研究

①細粒分の物性調整技術開発
１．強制炭酸化による表面改質，
２．すりもみによる粒径改善など
→品質改善がなされ、マイクロ
フィラー効果を有す超微粉末に
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先導性：
低品質再生骨材の付着ペーストの強化や
細粒の再利用による
•コンクリート産業全体のCO２の削減
•細粒分の再利用による最終処分量の削減



技術開発の概要
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原コンクリート RC30

油圧ブレーカー

小割圧砕機（粗破砕）
インペラブレーカー

（中破砕）

再生粗骨材

すりもみ装置
(磨砕)

ボールミル
(ポットミキサ)

（磨・破砕）

再生細骨材

ふるい分け

微粉(0.15mm通過分)

5㎜ふるい通過分

ふるい分け

(原料 約1000 kg) (約370 kg)
(16.1, 12.1, 10.2 kWh/t)

(約380 kg)
(34.2, 34.2, 34.2 kWh/t)

(約250 kg)

集塵機

（飛散微粉の除去）

(備考) 緑の数値は、各処理工程における投入原料の歩留まり量
橙色の数値は、W/C=45,55,65 %の原コンクリートから
再生骨材1tを製造するために必要な消費電力量

現段階でMクラス

現段階でLクラス
CO２で密度改善



技術開発の効率性
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•強制炭酸化による表面改質，すりもみによる粒径改善など，
極力軽微で低炭素な加工技術の確立

•それによる細粒分の諸物性の変化メカニズムの把握．
→ 高い利用価値，高い性能をもった細粒分へ変性させる調整
技術の確立．

強制炭酸化

すりもみ

表面改質による
緻密化・炭酸カルシウム化

すりもみによる粒径改善
粒度分布の改善

粒度分布

粒度分布



実用化・市場化の状況
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1. 日本建築学会よりこの秋、再生骨材のMクラス、Lクラスの有
効活用を目標にした再生骨材コンクリート指針が出版され、
講習会が開催される予定．今回の事業に参加しているメン
バーが貢献している．

2. ただし、手放しで普及する製品ではないため、まだまだ市場
は小さく、公的なサポートが必要な状態

3. 製品としての品質安定性はかなりあがってきていると判断で
きる



技術開発の完成度、目標達成度
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再生細骨材（L）において

炭酸化改質と未改質で圧縮強度に改善が
得られた
乾燥収縮も改善しているが、800μには達し

ない．（石灰石粗骨材を利用すると到達する
可能性がある）



技術開発に関する結果

成功点
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課題点

品質の悪いMまたはLの再生骨材を利用し、構造物として利用できる可能性がある
再生コンクリートの道筋ができた
実際にこの工法で再生骨材が利用されている

構造物利用するには乾燥収縮800μを下回らないといけない
地下躯体やコンクリート製品としての利用拡大や利用拡大の認識が必要


